
重点目標

中間評価 最終評価

・三中授業スタ
ンダードの実
践、「主体的・
対話的で深い学
び」による授業
の充実、考えを
深めるための課
題設定と発問の
工夫
・「個別最適な
学び」と「協働
的な学び」の充
実
・生徒による授
業アンケートの
実施
・教員相互の授
業観察

・全教員で三中授業スタンダードを
実践し、授業力向上を図る。
・毎時間、「本時のねらい」を明
示、授業の最後に「本時のふり返
り」を確実に行うことができたか。
・生徒が考えを深めることができる
学習課題の設定と発問の工夫を行っ
ているか。
・令和５・６年度の研究成果をさら
に発展させる。「個別最適な学び」
と「協働的な学び」を一体的に充実
させ、深く考える生徒を育成するこ
とができたか。
・教科（国・理・英・社・道徳４
回）及びSDGｓ学習に特化した校内研
修会を年９回実施(大学教授、JOCA等
を招聘)することができたか。
・生徒による授業アンケートの数値
を向上させることができたか。
・教員相互の授業観察を年３回行う
ことができたか。

Ｂ Ａ

・三中授業スタンダードの課題として
は、「ねらいの設定」と「振り返り」
が挙げられる。特に「ねらいの設定」
については、来年度も重点的に研究す
る。
・今後も「個別最適な学び」や「協働
的な学び」を効果的に取り入れた授業
の実践を継続する。
・年９回予定していた校内研修会はす
べて予定通り実施できた。成果や課
題、講師からの助言をまとめた「校内
研だより」は９号まで作成し、全教員
で共有して授業力向上につなげてい
る。
・生徒による授業アンケート結果か
ら、２点（ねらいの明確化、振り返り
について）を２・３学期の重点項目と
し、研究を進めた。今後、研究の成果
と課題を分析する。
・年３回の授業観察・相互参観は、今
後の授業改善に役立てる。

・時間をかけた研修や研究の成果が学力
テストの成績アップに出ていると評価で
きる。市内の公立学校のモデル校となる
よう期待している。
・生徒一人一人の良い点や可能性を生か
し、異なる考え方が組み合わさり、より
よい学びを生み出すことが大切になる
が、コミュニケーションの差、役割分担
の不均衡など注意が必要になるため、明
確な目標共有がしっかりしていると良い
と思う。
・本時のねらいを毎時間示しながら、ま
た生徒に伝わっているのかを確認しなが
ら学習に取り組めていることが分かっ
た。先生方も他の先生の授業を観察しな
がら学び続けていることに感銘を受け
た。
・子ども一人一人に対応した関りや授業
に対しての充実がしっかり図られてお
り、先生方の研究熱心な指導が感じられ
た。分析・改善策がとられているため、
向上につながっている。

・各教科で身に
付けた力を生か
す問題解決的な
学習活動
・ICT機器の効果
的な活用
・持続可能な社
会の創り手とな
る生徒の育成を
目指すため、SDG
ｓの校内研修会
を実施

・教科等横断的な取組や問題解決的
な学習をすることができたか。
・一人一台タブレット端末を効果的
に活用することができたか。
・「SDGs三中プログラム」の学習を
通し、持続可能な社会づくりに向け
て考えることができたか。 Ｂ Ｂ

・教科等横断的な取組や問題解決型学
習を継続して行う。
・タブレット端末については、調べ学
習や意見整理、資料作成などにおい
て、今後も効果的に活用していく。ま
た、１１月から導入した生成ＡＩは、
国立市のガイドラインに基づき、今後
も授業等で活用していく。
・ＳＤＧｓ三中プログラムの学習を全
学年において進めた。今後も、研修で
の学びを生徒に還元していく。

・「ＳＤＧｓ三中プログラム」は８月の
研修会の成果が３月の発表会につながる
と期待している。各自が自分の生活に結
び付けて実践できるようになると社会の
担い手として期待できる。
・生成AIが今後活発に使用されていく時
代なので、正しく判断のできる人をしっ
かり育ててほしいと思う。

個に応
じた指
導を充
実さ
せ、知
識・技
能の習
得を図
る。

・習熟度別授業
（数学）
　少人数授業
（英語）
・補充教室、質
問教室の実施
・ｽﾏｲﾘｰｽﾀｯﾌ、特
別支援教室「か
がやき」との連
携

・効果的な習熟度別授業（数学）、
少人数授業（英語）を実施すること
ができたか。
・補充･質問教室を実施することがで
きたか。
・ｽﾏｲﾘｰｽﾀｯﾌ、かがやき教員等との連
携による個別指導を充実することが
できたか。

Ｂ Ａ

・数学は習熟度や生徒の実態に応じて
授業内容を精選し効果的に展開してい
る。
・英語はスピーキングテストを意識
し、少人数授業で表現力の向上を図っ
ていく。
・引き続き、質問教室と自習室を効果
的に実施する。
・引き続き、ｽﾏｲﾘｰｽﾀｯﾌ、かがやき教
員等との連携を密にしながら生徒の成
長を支えていく。定期考査において、
代筆受験を実施した。

「誰一人取り残さない」世界で起こって
いる様々な問題を自分事として捉えるこ
とが大切になり、社会問題と自分がどの
ように行動して生きていくべきか考える
きっかけになると良いと思う。
・生徒の実態に応じた学習支援や取組が
学ぶ力を育てていると感じた。
・学力調査の結果に表れていると評価で
きる。

いじ
め・不
登校傾
向の早
期発見
と早期
対応

・校内いじめ防
止対策委員会を
毎月開催する
等、いじめ及び
不登校未然防止
と迅速な対応
・生徒によるい
じめ防止活動
（スクール・バ
ディの活動）
・校内別室支援
室、子どもと家
庭の支援員、ｽｸｰ
ﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰとの
連携
・学校生活満足
度(QU)調査を5月
と10月に実施、
これを踏まえた
校内研修会を6月
と11月に実施
・ＱＵ結果やグ
ループエンカウ
ンターの活用
・人権教育だよ
りの活用

・校内いじめ防止対策委員会を毎月
開催することができたか。
・いじめ重大事態を出さない。
・生徒一人一人のニーズに応じた多
様な学びの場を提案することで不登
校ゼロを目指す。
・いじめ・からかいアンケート及び
学校生活満足度(QU)調査、日常の生
徒の言動から、いじめ認知をするこ
とができたか。
・深刻ないじめがなくなったか。
・スクール・バディの活動を活性化
させ、生徒の自己指導能力を高め
る。
・SNS家庭ルールを、ほぼ100％設定
することができたか。SNSフィルタリ
ングを、ほぼ100％設定することがで
きたか。
・校内別室支援室、子どもと家庭の
支援員、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰと連携するこ
とができたか。
・ＱＵ結果やグループエンカウン
ターを活用し、よりよい学級・人間
関係を構築することができたか。
・人権教育だよりを十分に活用する
ことができたか。

Ｂ Ｂ

・引き続き、生徒間トラブルの未然防
止・早期発見・早期解決に努める。
・いじめやSNSトラブルについては、
今後も人権だよりも活用しながら、生
徒一人ひとりに深く考えさせる。
・スクールバディの活動を活性化さ
せ、自己指導力の育成を図る。
・不登校傾向の生徒・保護者には、多
様な学びの提案を継続しながら丁寧に
対応する。
・軽微ないじめも見逃さず、今後も丁
寧に対応をする。
・SNSフィルタリング設定・家庭ルー
ル100％を目指す。保護者や生徒への
発信を粘り強く続けていく。
・引き続き、校内別室支援室、子ども
と家庭の支援員、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰと連
携し、迅速な対応・支援を行う。
・ＱＵ結果を活用し、魅力ある学級づ
くり及び個別支援に生かしていく。
・「人権教育だより」を効果的に活用
し、学校全体で人権意識を高める。

・ＳＮＳは誰でも簡単に情報を収集した
り発信したりできる便利な物だが、誤っ
た情報や意図的に作られたデマも多い。
人を傷つけてしまう危険性も伴うため、
真偽の見極めが重要であることを指導し
てほしい。
・学校教育目標にもある「強い意志」
「思いやりの心」自己と他者互々の内面
の成長を期待したい。また、スクールバ
ディの今後の活動についてもどのような
展開になるのか楽しみ。
・生徒・先生・保護者の信頼性・相互理
解が大切になると思う。
・日々の取組が多様で、積極的に活動し
ており評価できる。結果として、いじめ
が減少していると思われる。
・いじめ問題はなかなか困難なことが多
い中、先生方がしっかり向き合い対応さ
れているのが素晴らしいと思う。

豊かな
心を育
む教育
活動

・特別の教科 道
徳の授業を要と
したこころの教
育の充実
・フルインク
ルーシブ教育の
実現
・フルインク
ルーシブ教育の
実現に向けた人
権教育の推進

・教科書によって計画的に行う「考
え、議論する」特別の教科 道徳の授
業の充実を図ることができたか
・道徳授業地区公開講座の活性化す
ることができたか
・令和５・６年度国立市教育委員会
研究奨励校　校内研究テーマ：『深
く考える生徒の育成』〜「個別最適
な学び」と「協働的な学び」の充実
を通して～ことができたか
・道徳科に特化した校内研修会を年
４回実施(大学教授を招聘)ことがで
きたか
・全教員によるローテーション授業
の実施ことができたか
・生徒一人一人が自分らしくいられ
るために、通常級においても特別支
援教育を推進し、思いやりの言葉が
飛び交う雰囲気を醸成することがで
きたか
・人権教育推進委員会を組織し、担
当教員が人権教育便りを毎月発行す
ることができたか。

Ｂ Ａ

・道徳の授業では、講師の指導を踏ま
え、「深く考える生徒の育成」と授業
力の向上を目指す。
・次年度の道徳授業地区公開講座もオ
リンピアン・パラリンピアンを講師と
してお招きし、心の教育の充実を図っ
ていきたい。
・引き続き、生徒一人ひとりの特性を
大切にしながら、互いを理解し尊重し
合える雰囲気づくりに努める。
・来年度も、人権教育だよりを３月ま
で毎月発行し、生徒も教員もお互いを
大切にできる学校風土を学校全体で育
んでいく。

・子どもが自分で物事を決める機会を見
つけられるよう、様々な体験をしてほし
い。
・人権に対する捉え方が素晴らしいと感
じる。現状の世相の問題点を的確に捉え
ている。
・いろいろな人々の感じ方を聞いたり話
し合うことで、さらに仲間との関わりを
深めてほしい。社会へ羽ばたいていく子
どもたちの教育の中で、とても大切な授
業であると感じる。
・人権教育だよりを毎月発行し、生徒だ
けでなく大人も学ぶことができる。とて
も大変だと思うが、是非続けてほしい。
・道徳的なところも大人になると忘れて
しまうが、子どもたちに伝え指導されて
いることで、子どもたちの心に根付くと
思う。

令和７年度　学校評価報告書　【国立市国立第三中学校】　※学校運営協議会の承認を経て、下記の通り教育活動を行う。

学校教育目標
◎ 自ら考え正しい判断のできる人　　〇 強い意志をもって実行できる人
◎ 思いやりの心をもって助け合う人　〇 心身を鍛える人

「自ら考え正しい判断のできる人」、「思いやりの心をもって助け合う人」

学校教育目標 中期的目標 短期的目標 具体的な方策 評　価　指　標
達成状況

分　　析 改　善　策 学校運営協議会委員評価

　
自
ら
考
え
正
し
い
判
断
の

　
で
き
る
人

　
深
く
考
え
る
生
徒
の
育
成

主体的
に学
び、深
く考え
る機会
を意図
的・計
画的に
設定し
実施し
てい
く。

・年度当初に全教員で改めて「三中授業
スタンダード」を確認し、日々の授業で
の実践を通して授業力の向上を図ってい
る。
・令和５・６年度の研究成果を生かし、
「個別最適な学び」や「協働的な学び」
を取り入れた授業づくりに継続して取り
組んでいる。
・校内研修では、１学期に国語・道徳の
全体研修・研究授業を計３回、２学期に
理科・英語・社会・道徳（２回）の研究
授業とＳＤＧｓ全体研修を計６回、合計
９回計画通りに実施した。研修後には校
内研だよりを発行した。
・生徒による授業アンケートは、今年度
から東京都が配布する「学びに向かう力
等に関する意識調査」を活用し、本校の
実態に合わせて質問項目を一部修正して
年に２回（７月・12月）実施した。長期
休業中に集計・分析・考察を行い、職員
会議で全教員で共有した。
・年３回の授業観察・相互参観は予定通
り終了した。

・各教科で教科横断的な取組や問題解決
型学習を行っている。
・タブレット端末は日常的に活用してい
る。国立市では１１月から生成ＡＩ
（Gemini）を導入した。技術の授業等で
生徒に説明し、各授業で効果的に活用し
ている。
・８月にＳＤＧｓ教員向けの研修会を実
施し、講師から世界の現状や、世界と日
本との比較などをご講義いただき、ＳＤ
Ｇｓについての理解を深めた。

・数学は習熟度別授業、英語は少人数授
業でスピーキング力の向上を図ってい
る。
・今年度も国立高校生・卒業生に協力を
依頼し補充教室を実施した。質問教室も
全学年において実施した（学年閉鎖期間
除く）。
・ｽﾏｲﾘｰｽﾀｯﾌ、かがやき教員等との連携も
密に行い、個別指導を充実させている。
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・校内いじめ対策委員会は毎月開催し、
情報共有や現状確認、改善策の検討を
行った。ＱＵ調査結果も参考にしてい
る。
・生徒間トラブル・いじめには早期対応
を徹底し、「いじめ重大事態」はゼロを
維持している。
・不登校傾向の生徒には個別のニーズに
応じた多様な学びを提案している。国立
市のガイドラインを活用し、２月末で不
登校は１６名である。
・いじめ・からかいアンケートを１１月
に実施した。１１月時点で、本人・周囲
などの訴えから軽微ないじめ１４件を認
知している。いずれも対応済または対応
中である。
・SNSフィルタリングの設定については、
８月時点で92.6％であった。SNS家庭ルー
ル率は96.7％であった。
・校内別室支援室、子どもと家庭の支援
員、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰと連携し、迅速な対
応・支援ができている。
・人間関係づくりや他者理解を深めるた
め、８月に教員向けグループエンカウン
ター研修を実施し、全学級で活用した。
・「人権教育だより」では“いじめ””ｱ
ﾝｺﾝｼｬｽﾊﾞｲｱｽ””不機嫌”等をテーマに全
校で共有し、３月号まで毎月発行した。

・道徳の授業では、今年度も全教員によ
るローテーション授業を実施した。
・道徳授業地区公開講座を１０月に実施
した。道徳授業を公開し、講演会（講
師：朝原宣治様）を行った。保護者へ道
徳通信を配布し、本校の道徳教育につい
て周知した。
・道徳の年間講師からは、道徳授業の在
り方や人権教育に関する講話をいただい
た。
・特別支援教育は、生徒一人ひとりの特
性を大切にしながら、学級・学年・学校
全体で推進し、互いを理解し尊重する雰
囲気づくりに努めた。
・人権教育だよりは毎月発行し、教員研
修後に学級で共有することで、学校全体
の人権意識を高めた。また、保護者にも
人権について一緒に考えてもらえるよう
に、保護者へのメッセージも入れて、す
ぐーる配信した。



豊かな
心を育
む教育
活動

・主体的な生徒会活動（あいさつ運
動、いいことしようDAY、新入生説明
会、生徒総会等）を継続することが
できたか
・スクール・バディ活動を充実する
ことができたか。
・定期考査前に自習室開放をするこ
とができたか。
・SNS三中ルールの継続と見直し、周
知の工夫をすることができたか。
・校則の見直しをすることができた
か。
・カジュアルウィークを実施するこ
とができたか。
・地域学校協働活動推進委員との連
携による三中カフェ（MYHA3RU：マイ
ハル）を実施することができたか。
・部活動地域移行の対象を剣道部と
して活動を進める。
・５０周年記念式典を通して、三中
の歴史に触れ、愛校心を深めること
ができたか。

Ｂ Ａ

・「いいことしようDAY」は、今後も
継続して実施する。
・スクールバディでは、「東京都教育
委員会作成　いじめ総合対策（子供
版）」を活用して、いじめ問題やいじ
め防止について企画・発信をし始め
た。来年度も継続させる予定である。
・自習室は、来年度も定期考査前に実
施する予定である。
・生活委員会が中心となって見直した
SNS三中ルールの実施状況について、
今後確認する。
・新校則を見直し、今のところ問題は
ない。何かあれば迅速に検討する。
・カジュアルウィークは、服装ルール
を見直すこととした。来年度も実施す
る。
・新生徒会による三中カフェが始まっ
た。振り返りや記録をしっかり行い、
よりよい活動となっている。
・５０周年記念式典での経験を生か
し、今後も、生徒の主体性・協働性・
自己肯定感を育てていく。

・校則の見直しは、生徒会の役員が替わ
ると従来のものをメンテナンスする等、
子どもたちが主体的に行動していると実
感する。
・５０周年の式典は、在校生にとって思
い出深いイベントになった。
・５０周年という目的に向かって、生徒
さんたちの力が発揮されて良かったと思
う。
・三中カフェ新メンバーでのスタートや
周年式典での生徒たちの主体性が見えた
ことを評価したい。
・いろいろな活動を通して、子どもたち
のやる気や積極性を感じた。準備や段取
りに加えて、振り返りまでもしていると
ころがとても素晴らしい。
・スクールバディは声を掛け合いながら
人数が増えた。意欲も感じられる。

学校行
事への
主体的
な取り
組み

・学校行事（体育祭、合唱コンクー
ル、学習総合発表会）を充実させる
ことができたか。
・５０周年記念式典を民間会社に委
託することで、式典内容の質の向上
を図るとともに、教職員の働き方改
革にもつなげることができたか。 Ａ Ａ

・体育祭、合唱コンクールともに充実
させることができた。今後の学校生活
に活かす。
・５０周年記念式典でのプロジェク
ションマッピングは、民間会社及び国
立市の公式youtbeで配信されている。
プロジェクションマッピング以外で
も、式典に関する問い合わせが数件
入っている。できるかぎりの情報提供
をしていきたい。

・体育祭の再延期があったものの、見に
来ている人数の多さや温かさに感動し
た。
・合唱コンクールでは、毎年恒例の「歓
喜の歌」は心に響く。学年が上がるにつ
れての上達が感じられ素晴らしい。
・思いやりの心と真剣な態度が感じられ
る素晴らしい行事であった。
・生徒たちが生き生きと行事に向かって
意欲的に行動している姿が印象的だっ
た。

キャリア教育の
充実

・進路指導を充実させることができ
たか。
・模擬面接（立川青年会議所等、地
域人材活用）を実施することができ
たか。
・地域学校協働活動推進委員との連
携による職場体験学習の実施（２
年）をすることができたか。

Ｂ Ａ

・進路においては、入試相談や調査書
作成に向けて、事務処理を確実に行っ
ていく。また、一人ひとりに応じた進
路指導を行っていく。
・職場体験学習での学びを今後の学校
生活やキャリア教育に活かしていく。
・２年生の上級学校訪問で得た学び
も、今後の進路指導に活かしていく。

・職場体験は、自己肯定感の醸成につな
がる。自身が望まない場所での体験も貴
重な体験となる。
・一人一人に応じた進路指導となり、充
実させていると感じられた。

・地域や外部協
力者と連携した
教育活動
・コミュニ
ティ・スクール
を生かした教育
活動

・セーフティ教室を開催することが
できたか。
・スケアードストレート（スタント
マンによる自転車安全教室）を実施
することができたか。
・租税教室、金融教育、戦争講話、
救急法講習会（３年）を実施するこ
とができたか。
・SDGｓの取組（全学年、全教科）を
することができたか。
・コミュニティ・スクールと連携
し、学校運営の評価及び改善に取り
組むことができたか。

Ｂ Ａ

・セーフティ教室での学びを活かし、
ＳＮＳ三中ルールを守りながら自ら考
え正しい判断ができる力を育ててい
く。
・自転車に乗る時のルールや交通事故
等について、今後も安全指導をしてい
く。
・租税教室、薬物乱用防止教室、金融
教育、戦争講話、救急法講習会（３
年）は、目的を明確にし、効果的に実
施する。
・ＳＤＧｓの学びが、個人・全体の学
びにつながるように取り組む。
・今後もコミュニティ・スクールと連
携し、よりよい学校運営を目指す。

・社会や経済のことに若い頃から関心を
もつためには、金融教育はとても重要だ
と思う。
・地域や外部協力者と連携し、コミュニ
ティスクールを生かし、よりよい学校運
営につながると良いと思う。
・地域との連携がとれている。外部協力
者の皆様に感謝します。
・SNS三中ルールは、子どもたちにも理解
しやすく、守っていけるルールで、親子
で話し合えることがとても良い事であ
る。
・ＳＤＧｓの取組も素晴らしい。

・修学旅行（３年）を実施すること
ができたか。
・職場体験学習（２年）を実施する
ことができたか。
・校外学習（１年、２年）を実施す
ることができたか。
・自然体験教室（１年スキー教室）
を実施することができたか。
・合同宿泊学習（Ａ組）を実施する
ことができたか。 Ｂ Ａ

・「活動あって学ぶなし」とならない
ように、学習のねらい、過程、振り返
り等、活動の意義を明示し、理解させ
た上で指導を継続する。

・一人一人責任をもって取り組んでほし
い。体験が今後に役立つと良いと思う。
・校外で学習することにより、計画を立
てながら時間を大切に使う、協力し合
う、集団行動を意識した学びができたと
思う。
・集団での活動体験は、社会に出ていく
上で、大切な体験です。いろいろな友達
とのコミュニケーションをとることがで
きて良いと思う。

学校
2020レ
ガシー
の構築

・オリンピアン、パラリンピアンに
よる講演会を実施することができた
か。
・車いすバスケットボール体験（１
年）を実施することができたか。
・英語体験(TGG)（１年）を実施する
ことができたか。

Ａ Ａ

・次年度もオリンピアン・パラリンピ
アンによる講演会を計画する。事前学
習で生徒の意識をより高めさせた上で
講演会につなげていく。
・車いすバスケットボール体験に向け
て、事前学習をよりよいものにする。
・１年生のTGGでの体験を、スピーキ
ング力の向上につなげていきたい。

・オリパラ教育の講師の方々の話は、子
どもたちにとって意義深いものと感じ
る。
・体験と経験、点と点が今後、線になっ
ていくことを期待できる取組だと思う。
・体験をして充実するためには、事前学
習に力を入れることが大切になると思
う。

・
強
い
意
志
を
も
っ

て
実
行
で
き
る
人
　
・
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

て
助
け
合
う
人

・
自
己
実
現
に
努
め
る
生
徒

　
・
励
ま
し
合
い
、

支
え
合
う
生
徒

・様々な、生徒
の主体的な活動
実施
・部活動地域移
行の実施（剣道
部）
・５０周年記念
式典の実施

・生徒会主催「いいことしようDAY」で
は、あいさつ運動・桜掃き・石拾い・葉
落ち葉掃きを行った。
・スクールバディは定例会や新聞発行、
バディラジ、学習総合発表会での発表を
行った。
・定期考査前に自習室を１１日間開放
し、合計２８９名が利用した。
・SNS三中ルールはセーフティ教室や人権
だより等で周知している。夏休みにはSNS
家庭ルールの作成・見直しを宿題として
出した。家庭ルール率は、96.7％であっ
た。
・生活委員会が中心となって、SNS三中
ルールを見直した。
・校則の見直しでは、校則検討委員会を
設置し、今年度は４項目を見直した。
・カジュアルウィークを毎学期（合計３
１日間）実施した。
・三中カフェは、合計６日間開催し、４
５３名が利用（１２月末現在）した。文
科省から「道徳アーカイブ」の撮影協力
依頼を受けた。
・部活動の地域移行は剣道部が対象と
なっており、昇段昇級審査の引率を依頼
している。
・５０周年記念式典の第２部を生徒会が
担当することで、生徒ならではの視点や
アイデアが加わり、式典全体が「心に残
・６月の体育祭は、再延期により準備や
気持ちの面での苦労もあったが、生徒と
教員の力を実感できる行事となった。９
月の合唱コンクール(会場：たましん
RISURUホール)においても、生徒たちが全
力を発揮する行事となった。
・５０周年記念式典は計画通りに実施す
ることができた。民間会社に委託したこ
とで、記念誌や記念品、プロジェクショ
ンマッピングなど式典内容の質の向上を
図るとともに、教員の働き方改革にもつ
なげることができた。

達成状況の指標　Ａ：　　100 ％～ 80 ％　　Ｂ 80 ％～50 ％　　Ｃ　50％～　0％
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・３年生は、進路希望調査や説明会、卒
業生の話を聞く会、進路面談等を通じて
進路指導を行った。全員の進路が決定し
た。
・職場体験学習は、地域学校協働活動推
進委員の調整により３６の事業所にご協
力いただき、３日間の職場体験学習を終
え、「働くこと」を通して多くのことを
学んだ。
・２年生の上級学校訪問は７月に実施
し、２３校を訪問した。

・セーフティ教室では、講師としてe-
ネットキャラバンの方にお越しいただ
き、携帯を使用するうえでの危険（ネッ
ト依存、いじめ、個人情報漏洩等）につ
いてお話いただいた。
・３年に１度の交通安全教室「スケアー
ド・ストレイト」を実施した。スタント
マンが生徒たちの目の前で交通事故を再
現し、事故を未然に防ぐための知識や、
交通ルールを守ることの大切さを学ぶ貴
重な機会となった。
・租税教室は７月、薬物乱用防止教室・
金融教育・戦争講話・救急法講習会は３
月に３年生において実施した。
・ＳＤＧｓの取組を２学期から行ってい
る。
・コミュニティ・スクールの皆様のご意
見等を学校運営に活かしている。

体験的な学習の
充実

・２年生は、１０月に３日間、３６の事
業所において職場体験学習を実施した。
生徒たちは、挨拶や言葉遣いに気を付
け、身だしなみを整え、緊張感をもって
取り組んでいた。１月に鎌倉方面で班行
動による校外学習を実施し、仲間同士で
助け合い、思いやりをもって行動する姿
が随所に見られた。
・１年生は、１０月に体験型英語学習施
設「TGG」へ校外学習を実施し、１月に新
潟県湯沢の岩原スキー場でスキー教室を
実施した。「時間を守る」「話を聞く」
「挨拶をする」の３つの目標を意識し、
一人一人が学年の一員として自覚をもっ
て行動する姿が見られた。
・Ａ組は、１１月に長野県諏訪湖方面で
一中との合同宿泊学習を実施し、計画的
に考えて行動する姿が見られた。

・オリンピアン（講師：朝原宣治様）に
よる講演会を行った。
・７月に車いすバスケットボール体験を
実施した。
・1年生は校外学習として１０月に体験型
英語学習施設「TGG」をし、英語をもっと
上手に話したいという意欲を高めた。


